
宮古郡剣道連盟

【 理事会議事録 NQ6 】

【議 題】

①寒稽古 ・越年稽古について

②第 31回紅自剣道大会について

③剣道段位審査会及び講習会について

④剣道級位審査会及び講習会について

⑤その他 (古波蔵先生見舞金について)

日時 :平成 24年 12月 10日 (月)午 後 8時 30分 ～

場所 :北小学校体育館
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平成 24年度 剣道寒稽古実施要項

1.主   催 宮古郡剣道連盟

2.目   的  (1) 剣道愛好家が一堂に会し、お互いの技能や指導能力を高めるとともに地域への剣

道普及を図る。

(2) 寒稽古を通して、心身の鍛錬と相互の親睦を図り、宮古の将来を担う青少年の育

成に資する。

3.期   日 平成 24年 12月 26日 (水)～ 30日 (日)

4.場   所 北小学校体育館

5.時   間 毎日午後 6時 30分 ～8時 30分

6.実 施要項  (1) 初心者組、剣道具着用組に分けてそれぞれ担当者を割り振る。

指導内容を定め、指導の統一を図る

○準備運動

7 .日 程

マスコミ連絡 (内間)

午後 7:00開 会式

う
乙

割り振り 担当指導者

①全体指揮

②初心者組

③剣道具着用低学年組

④剣道具着用組小学高学年～高校生

古波蔵実  (友 利徳寿)

佐久本聡 清水節夫

国仲克紀

根間康雄その他各指導者

初心者組 (園児及び児童で防具着用しての稽古経験のない者)

①礼法 (座礼 ・立礼)

②構え (中段)

③体の運用 (前後 ・左右)

④二挙動打ち (正面 。右小手 ・右胴)

⑤連続打ち (前進、後退正面打ち)

⑥踏み込み打ち (正面 。右小手 ・右胴)

剣道防具着用組 (小学 1～3年 生で防具着用して稽古中の者)

正面 ・右小手 ・右胴 ・小手→面 ・小手→胴 ・小手→面→胴 ・正面→引き

面 ・正面→引き小手 ・正面→引き胴 。小手→面→引き1同・打ち込み切り返

し

剣道防具着用組 (小学 4年 生～高校生)

指導者 (3段以上)元 立ちによる稽古

指導者合同稽古

時  間 内 容

午後 6時 30分 ～45分

6時 45分 ～8時

8時 00分 ～8時 20分

8時 20分 ～8時 30分

集合 ・準備体時 間操

稽古

一般稽古

終礼

※ 稽古初日は開会式を行う。



剣道寒稽古開会式

確認事項①寒稽古開始及び県民慰労会の開催について

当日26日 (水)は 午後 8時で稽古終了し、その後慰労会を行う。

場所は後日事務局で選定する。

②太鼓使用

司会 佐久本聡

1.1開 会のことば     1司 会

2.1会 長あいさつ     1長 濱光雄 (剣道連盟副会長)

3.1激 励のことば     1友 利靖典 (少年剣士親の会会長)

4.1日 程説明       1司 会

5.1稽 古開始



平成 24年度 剣道越年稽古実施要項

1.主   催 宮古郡剣道連盟

2.目   的 ①一年間の成果を確認する場とする。

②年頭の清新な気分を剣に打ち込み、新年の決意を新たにする場とする。

③剣道愛好者が一堂に会し、お互いの技能や指導力を高めるとともに地域への剣道普及

を図る

3.期   日 平成 24年 12月 31日 (月)午 後 10時 30分  集合～

平成 25年  1月 1日 (火)午 前 1時

4.場   所 北小学校体育館

5.実 施要項 寒稽古の実施要項に準じる。

6.剣 道越年稽古日程

司会 :佐久本聡

(1) 開会のことば      司会

(2) 会長あいさつ      国仲克紀 (剣道連盟副会長 会長代行)

(3) 激励のことば      友利靖典 (少年剣士親の会会長)

(4) 日程説明       司会

(5) 稽古

(6) 新年のあいさつ     国仲克紀

(7)   ″         友利靖典

(8) 年頭の抱負      幼少年剣士代表   福田彩織

中学生剣士代表

高校生剣士代表

一般剣士代表    譜久村英治

(9) 閉会のことば

確認事項 :①年越しソバ準備について → 親の会に一任する

②マスコミ連絡 (内間)



第 31回新春紅白剣道大会実施要項

1. 目  的 輝かしい新春を迎え、郡内の剣道を愛好する小、中、高校生及び一般の剣士が一堂に

会し紅白に分かれて剣を競い合いう中で剣士相互の親睦と交流を深め、今年度の宮古郡

剣道連盟の躍進と諸大会における成果を祈念し、併せて青少年健全育成に寄与する。

2.主   催 宮古郡剣道連盟

3. 日  時 平成 25年 1月 13日 (日)午 後 1時集合

4.場   所 北小学校体育館

5.試 合要項  (1) 全日本剣道連盟試合審判規則及び本大会要項による。

(2) 試合時間 :小、中学生 3分 間 高校生、一般 4分 間

時間内に勝敗が決しない場合は引き分けとする。

6.参 加資格 小学生 1年生以上 (防具着用し試合の出来る者)

7. 表  彰  (1) 優勝チームに賞状を授与する。

(2) 紅白全選手中より優秀選手を若干名選出しメダルを授与する。 (約 10名 )

8. 申込締切 平成 24年 12月 31日 (月)

9. 申 込 先 下地睦夫 TEL72-6998 FAX72-3333

佐久本聡  TEL090-2398-7204

根間康雄  TEL090-1179-0532

10.参 カロ料 無料

大会役員

顧   問   下里俊夫 大浦辰夫

大 会 長   古波蔵一

大会副会長   長濱光雄

総   務   下地睦夫 佐久本聡

競技審判

審 判 長   国仲克紀

審 判 員   根間康雄 。長濱康裕 ・佐久本聡 ・徳嶺浩明 ・友利徳寿 ・平良晴樹 ・平良勝

下地睦夫 ・古波蔵実

時   計   下地康隆

掲   示   内間正樹 ・安谷屋悟

浄   書   国仲克紀

補 助 員   宮古高校剣道部 ・平良中学校剣道部 ・北中学校剣道部



大会日程

～ 開会式  ～

司会 :友利徳寿

1. 開会のことば     下地睦夫 (剣道連盟事務局長)

2. 大会長挨拶     長濱光雄 (剣道連盟副会長 会長代行)

3. 激励のことば     下里俊夫 (剣道連盟顧問)

4. 審判長説辞     国仲克紀 (剣道連盟副会長)

5.選 手宣誓       (紅 組代表)

(自組代表)

6. 閉式のことば     司会

7. 日本剣道形演武   平良晴樹 友利徳寿

司会

司会

長濱光雄

国仲克紀

下地睦夫

閉会式 ～

1.

2.

3.

4.

5.

開式のことば

成績発表

表  彰

講  評

閉会のことば

(大会長代行)

(審判長)



月 日 時  間 事業内容 場 所

12

2 6日 (火 )～

30日 (日)

午後 7時 ～

午後 8時半
寒稽古 北小学校体育館

3 1日 (月)～

1日 (火)

午後 10時 半

集合

午前 1時

越年稽古 北小学校体育館

13日 (日)
午後 1時 ～

午後 5時
第 31回 紅白剣道大会 北小学校体育館

28日 (月)～

2日 (土)

午後 7時 ～

午後 8時 半

段位審査講習会

(火・木 ・土)は 形講習

北小学校体育館 (月・水 。金)

警察武道場 (火・木 ・土)

2 3日 (日)
午後 1時～

午後 4時

剣道段位審査会

称号六 ・七段予備審査会
宮古警察署武道場

25日 (月)～

1日 (金)

午後 7時 ～

午後 8時半
級位審査講習会

北小学校体育館 (月・水 ・金)

平一小学校体育館 (火)(木)

3

3日 (日 )
午後 2時 ～

午後 4時
剣道級位審査会 北小学校体育館

宮古郡剣道連盟

平成 24年 度 事業計画

確認事項①段位審査会開催の日程 (県剣連へ確認)

(髪川先生より)2日 (土)八 重山、3日 (日)宮 古入りし審査行う事に決定済み。

②級位審査会審査員の構成規定 (県剣連へ確認)

(嘉数先生より)1級 は6段以上が 1名必要、宮古郡で都合が付かない場合は派遣もあり

うる。期日が近づいてから県剣連へ再度連絡欲しい。

③古波蔵先生見舞金について

3,000円/人  今週定例稽古日に 事務局 佐久本 へ納める。
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